
協会ニュース
◆各種セミナー・講習会を開講：受講者募集中（小誌本文の開催内容を参照）
　●赤外線サーモグラフィ基礎セミナー（初級コース・中級コース）
　●ＡＳＮＴ準拠　サーモグラファ認証取得セミナー（レベル１コース・レベル２コース）
　●定期報告制度の告示に伴う赤外線装置法による外壁診断 講習会
　●赤外線サーモグラフィによる電気受配電設備診断基礎セミナー

◆理事会
　●第２回理事会（平成22年６月29日）を開催しました。
　●第３回理事会（平成22年９月15日）を開催しました。

◆新規会員（１０月初旬時点、敬称略、順不同）
　①有限会社 構造保全技術　②九州テクノ株式会社　③株式会社 アーバン設計
　④財団法人 電気安全環境研究所　⑤株式会社 ネクスコ東日本エンジニアリング

事務局だより
上期が終わろうとしていますが、どうにか、協会の基盤が整ってきました。ホームページもリニューアルし、協会らしい姿も現れてきまし
た。主力事業であるセミナー・講習会も開講され、10月から受講者への教育がスタートします。赤外線サーモグラフィの専門機関とし
て、広範な普及啓発活動を軌道の乗せるために、これから正念場を迎えることになります。会報には、活動のあゆみが、歴史として刻
まれて行くことになりますので、定期発行（季刊／年４回）が必須であると肝に銘じているところです。
また、もう少し余裕が出来れば、柔らかい記事やイラスト（マンガ）なども取り入れ、赤外線サーモグラフィをやさしく、分かりやすく解説
したものも企画し、読み応え、見応えのある会報にしていきたいと思っています。

　先日、暑い最中の夕方に亀戸の友人と久し振り逢い、彼の馴染みの「そば屋」に入った。
　「そば屋」の良いところは、先ず静かであること。次いでメニューが結構豊富なことと、閉店時間が９時と早いことである。時には、もう少し
時間が欲しいと思うこともあるが…
　取りあえず、ビールと枝豆と冷やっこ、それに鴨の塩焼き、厚焼き卵、しじみの佃煮を注文する。そして、ビールで乾杯して歓談していると、
女将さんが「そば焼酎」のビンとそば湯の入った「湯桶」を持って、テーブルに来て「そばは体にいいんですよ」と言って、小さく折りたたん
だ効能書き（？）らしきものを置いて行く。
　それによれば、そばにはビタミンＢ群の一つ「ルチン」が含まれており、これが毛細血管の弾力性を維持し、出血を防止する効果があると書
いてある。他にも良質のたんぱく質や貴重な成分が含まれているらしい。
　そばの宣伝と思えばそれまでだが、糖尿病で悩んでいた人が毎日そば湯を茶碗で１～２杯飲んでいたら、血糖値が下がり、かなり病状が回
復したと、これは鴨の塩焼きを持ってきた時の女将さんの話である。友人はその糖尿系で悩んでいたので、ハハーンと納得した。
　そばは、江戸時代より伝統的に受け継がれてきた日本の味である。「口の中に広がるさわやかな香りと、風味、喉ごしの妙」などとウンチクを
並べる人達の口癖である。そば湯を飲む習慣は江戸時代から広まり、現在まで続いているとか。
　また、薬味としてのネギ、大根おろし、わさび、海苔など、どれをとってもそれぞれに効能がある。もともと薬味とは、別名加薬といって、漢
方では主薬に少量の補助の薬を加えることに由来しているそうです。
　ネギは、胃液の分泌を促し、食欲を増進させ、大根おろしはジアスターゼが消化を助け、皮に近い部分に多く含まれるビタミンＰは血管を強く
するので、そばに含まれるルチンと相まって高血圧症などの予防に役立つという。ワサビは殺菌力や防腐力を持つ。海苔はビタミンＡの他、カル
シウム、鉄分などのミネラル分が多く、そばとその周辺には何かと健康づくりに持ってこいのものが揃っている。
　なお、開拓に入って先ず荒れ地に播くのが「ソバ」で、それで急場をしのぎ、そばを救荒作物としてきた先人達の知恵には驚かされる。
　８時半ともなると、女将さんが席にきて、済まなさそうに「食事はどうしますか？」。
　友人は「もりそば」、私は「ざるそば」を食べて、再びそば湯を飲んで、今日一日の締めくくりとする。何か健康的な気分で家路に着いた。
 （大慈寺）
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　今年の夏は、日本各地において今までにない異常な猛暑
に見舞われた。その要因としては、「エルニーニョ現象」
が昨年から続いていたために夏を待たずに今春、赤道域の
海水温が下がる「ラニーニャ現象」へ移った。こうしたな
か７月中旬の梅雨明け後には、上空の偏西風が日本付近で
北側に大きく蛇行し、さらにその上にかぶさるようにチベッ
ト高気圧も大陸から張り出したことに起因している。これ
によって、平成22年９月４日には岐阜県郡上市八幡では
39.1℃、翌日には京都府京田辺で39.9℃の最高温度を記録し、
今年の猛暑日は全国各地で大幅に更新することになった。
この猛暑の影響は、レールの変形や成田空港の滑走路のわ
だち掘れなどが発生して大きな問題となった。その対策と
しては、電車を減速したり滑走路の舗装面に遮熱塗料を塗
布するなどが考えられている。特に、後者の実験施工では、
遮熱塗料の遮熱効果によってわだち掘れが軽減されること
が明らかになったが、実用化に向けてのコスト面および塗
料色彩の採択による航空機の安全運行の検証が必要である
と言われている。
　本報告は、ヒートアイランド現象の抑制対策として需要が
見込める赤外線遮熱塗料に着目し、コンクリート及びアスファ
ルト表面に各種遮熱塗料を塗布した場合の抑制効果について
赤外線サーモグラフィ法で得られる熱画像の温度分布から性
能評価を行ったものである。
　実験に供した試験体は、コンクリート及びアスファルト
で製作した300×300×50（mm）の平板である。なお、コ
ンクリート試験体表面に塗布する遮熱塗料は、市販の防
水塗料およびNP社製の赤外線遮熱塗料であるATTSU‒9 
road（Ｗ）（水性１液型）、ATTSU‒9（４Ｆ）（溶剤型フッ
素樹脂）の３種類と無塗布の基盤試験体である。一方、ア
スファルト試験体は排水性及び密粒度アスファルトで製作
した平板を各２枚準備し、１枚は無塗布の基盤試験体とし
て、他の１枚にはATTSU‒9 road（Ｗ）を塗布した。また、
色彩による比較では、密粒度アスファルト平板６枚を準備
し、１枚は無塗布の基盤試験体として、残りの５枚にはT
社製の色別の塗料（イエロー、ベンガラ、チタンホワイト、
グリーン）と市販の遮熱塗料（グレー）をそれぞれ塗布し
た（表‒1、写真‒1参照）。
　赤外線カメラによる温度測定は、平成20年８月３日７：
00から17：00までの10時間を30分間隔で熱画像の撮り込み
を行い時刻ごとの検討を行った。なお、試験体と赤外線カ
メラとの距離は120cmに保持して行い、同時刻に気象条件

（風向・風速・気温及び日射量）の測定も行った（写真‒2
参照）。また、使用した赤外線カメラの性能は表‒2に示す
とおりである。さらに、測定時の天候は快晴で、平均外気
温が36.48℃、平均風速が2.4m/s、平均日射量が556.48W/㎡、
最高日射量が10：00に856.00W/㎡あった。

表 1　赤外線遮熱塗料の種類

写真 1　赤外線遮熱塗料の試験体

 表 2　赤外線カメラの仕様

 写真 2　測定状況

　なお、試験体の表面温度は、赤外線カメラで得られた熱

日本大学 教授
栁内 睦人
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画像内から試験体の大きさに対応した画像構成が縦180ピ
クセル（300mm）×横180ピクセル（300mm）の平均値と
して求めた。また、表面温度を熱画像のヒストグラムから
数値化した一例を図‒1に示す。
　その結果、無塗布試験体（基盤試験体）の表面温度比較
では、各測定時刻におけるアスファルト試験体の方がコン
クリート試験体よりも高くなり、パッシブによる熱を蓄積
していると言える（図‒2参照）。

図 1　熱画像及び抽出範囲内の表面温度の数値化

図 2　基盤試験体の表面温度変化

　次に、最大日射量（856W/㎡）を記録した11：00におけ
るコンクリートへ遮熱塗料を塗布した試験体の表面温度
は、A‒0が44.72℃、A‒1が47.99℃、A‒2が42.36℃、A‒3が
38.62℃であった。無塗布の基盤試験体であるA‒0と各試験
体との表面温度差はA‒1が3.27℃、A‒2が‒2.36℃、A‒3が
‒6.10℃となりATTSU‒9（４F）パールライトが最も遮熱
効果が大きかった。なお、A‒3は遮熱効果がない防水塗料
であったために基盤試験体よりも高くなった（図‒3参照）。

20
25
30
35
40
45
50
55
60

7:00 9:00 11:00 13:00 15:00 17:00
測定時刻

表
面
温
度

(℃
)

0
250
500
750
1000
1250
1500
1750
2000

日
射
量
（

W
/㎡
）

日射量 A-0
A-1 A-2
A-3 外気温

図 3　コンクリート試験体の表面温度変化

　また、同時刻におけるアスファルトへ遮熱塗料［ATTSU‒9
（W）サンドベージュ］を塗布した試験体の表面温度はB‒0
が49.92℃、B‒1が50.81℃、B‒2が43.15℃、B‒3が44.46℃で
あった。無塗布の基盤試験体であるB‒0およびB‒1試験体
との表面温度差はB‒2が‒7.66℃、B‒3が‒5.46℃となり、排
水性よりも密粒度アスファルトに遮熱塗料を塗布した方が
抑制効果を発揮した（図‒4参照）。
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図 4アスファルト試験体の表面温度変化

　一方、色彩による遮熱効果では、前述のようにコンク
リート試験体よりもアスファルト試験体の方が熱を蓄積す
ることが大きいことが分かったので密粒度アスファルト試
験体のみを対象とした。その結果、最大日射量を記録し
た11：00の色彩別アスファルト試験体の表面温度は、C‒0
が50.86℃、C‒1が49.69℃、C‒2が49.51℃、C‒3が47.14℃、
C‒4が49.45℃、C‒5が43.38℃であった。無塗布の基盤試験
体であるC‒0と各試験体との表面温度差はC‒1が‒1.17℃、
C‒2が‒1.35℃、C‒3が‒3.72℃、C‒4が‒1.41℃となり、色彩
別の遮熱効果は、チタンホワイト＞グリーン＞ベンガラ＞
イエローの抑制順列であった（図‒5参照）。
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図 5　色彩別の表面温度変化（密粒度アスファルト）

　以上を総括すると、⑴基盤試験体は、コンクリートより
もアスファルトの方が日射量によって表面温度が高くなる
ために、両者の比較ではコンクリート舗装の方が表面温度
を抑制することができる。⑵アスファルト舗装体の排水性
および密粒度アスファルトの比較では、排水性よりも密粒
度アスファルトの方が内部構造が密実なので熱吸収を抑制
する効果が大きい。⑶色彩別の遮熱効果は、密粒度アスファ
ルトにチタンホワイトを塗布した場合が最も抑制効果が大
きいことが分かった。

赤外線サーモグラフィ.indd   3赤外線サーモグラフィ.indd   3 10/10/13   9:0610/10/13   9:06



4

１． はじめに

　鉄筋コンクリート造の建物は、躯体の保護と美観上の理
由から、タイル張りあるいはモルタル塗りに塗装などの仕
上げが施されている場合が多い。
　これらの仕上げ材は、当初は健全性を保っているが、経
年に伴い劣化が始まり、それをそのままの状態で放置した
場合、劣化はさらに進行し、建物の機能を低下させたり、
剥落などによって通行人や器物に思わぬ損傷を与えたり、
ひいては耐用年数を短くすることにもなる。
　そのため、対処療法的（場当たり）に建物を維持保全す
るのではなく、建物をいかに健全な状態に保つかの具体的
方策が必要となり、その一環として「建築基準法」では、
一定条件（建物用途、規模など）の建物について、定期的
に調査を行い、その結果を特定行政庁に報告するよう定め
られている。
　平成20年４月に、定期報告制度の改正が行われ、調査項
目の明確化が図られ、それに対応した調査方法、判定基準
などが強化されたので、その概要と外壁タイル張りの調査
方法として取り上げられている「赤外線サーモグラフィ法」
について私見を述べさせて頂く。

２． 定期報告制度について

　定期報告制度は、建築基準法第12条（報告、検査等）第
１項で定められており、その内容は「特定行政庁が指定す
る建築物の所有者は、当該建築物の敷地、構造、及び建築
設備について、国土交通省令で定めるところにより、定期
に、資格を有する者にその状況を調査させて、その結果を
特定行政庁に報告しなければならない。」となっている。
　この制度は、一般的に定期点検の中の法的点検に分類さ
れ、特殊建築物等定期調査と呼ばれている。
　これが、建築基準法施行規則の一部を改正する省令と併
せて、建築物の定期調査報告における調査の項目、方法及
び結果の判定基準並びに調査結果表を定める告示が施行さ
れ、平成20年４月１日から適用されている。
　この中では、外装仕上げ材等の調査項目として、タイル、
石貼り等（乾式工法によるものを除く。）、モルタル等の劣
化及び損傷の状況の調査方法と判定基準が定められた。
　従来行われている目視調査あるいは手の届く範囲の打診
調査では、剥落安全性の担保が難しいという状況から、部

分打診により異常が認められた場合には、落下により歩行
者等に危害を加える部分については全面打診等を実施する
など、少し踏み込んで改正が行われた。
　表‒1に、改正された外壁仕上げ材の告示内容を示す。

表 １　外壁仕上げ材等についての告示内容

調査項目 調査方法 判定
基準

外
壁
外
装
仕
上
げ
材
等

タ
イ
ル
、
石
貼
り
等
（
乾
式
工
法
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）、

モ
ル
タ
ル
等
の
劣
化
及
び
損
傷
の
状
況

開口隅部、水平打継部、斜壁部等のうち手の
届く範囲をテストハンマーによる打診等によ
り確認し、その他の部分は必要に応じて双眼
鏡等を使用し目視により確認し、異常が認め
られた場合にあっては、落下により歩行者等
に危害を加えるおそれのある部分を全面的に
テストハンマーによる打診等により確認する。
ただし、竣工後、外壁改修後若しくは落下に
より歩行者等に危害を加えるおそれのある部
分の全面的なテストハンマー等による打診等
を実施した後十年を超え、かつ三年以内に落
下により歩行者等に危害を加えるおそれのあ
る部分の全面的なテストハンマーによる打診
等を実施していない場合にあっては、落下に
より歩行者等に危害を加えるおそれのある部
分を全面的にテストハンマーによる打診等に
より確認する（三年以内に外壁改修等が行わ
れることが確実である場合又は別途歩行者等
の安全を確保するための対策を講じている場
合を除く。）。

外
壁
タ
イ
ル
等
に
剥
落
が
あ
る
こ
と
又
は
著
し
い
白
華
、

ひ
び
割
れ
、
浮
き
等
が
あ
る
こ
と

　今回の改正の背景には、平成元年11月21日福岡県北九州
市で発生した外壁落下事故により３名の死傷者があったこ
とから、官・民が協力して色々の施策が講じられてきた。
その後もメディア等で報じられていないが、タイル等の剥
落事故等の情報を耳にすることがあった。そして、平成17
年６月東京都中央区において、斜壁部分が滑落して２名の
負傷者が出ている。
　このようなことから、従来行われている目視調査あるい
は手の届く範囲の打診調査では、剥落安全性の担保が難し
いという危機感から、少し踏み込んだ形で調査方法が定め
られたと判断される。
　写真‒1に、外壁仕上げ材の剥落状況を示す。

写真 １　外壁仕上げ材の剥落状況

佐藤建築事務所
佐藤 紀男

赤外線サーモグラフィ法で見る
外壁タイル調査
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　また、調査の結果、「外壁タイル等に剥落等があること
又は著しい白華、ひび割れ、浮き等があること」が要是正
の判定基準となる。
　しかし、著しいと判断する場合の浮き面積はどの程度か
など、具体的な数値などが示されていないので、調査者に
その判断が委ねられている。

３． 外壁タイル調査方法

　告示の中で取り上げられている調査方法として、以下の
ものがある。
　１）目視調査
　目視は、機器等を使用した本格的な調査のための下見的
要素（概括的な劣化程度、試験箇所の設定等）も含まれる
極めて重要なものであり、どのような調査内容においても、
先ず「目視調査」から始められている。これは目視だけで
も、ある程度の判断（経験が重要）が可能であり、高所な
ど肉眼での確認が難しい場合には双眼鏡等を併用している。
　しかし、浮きは直接視覚だけでは捉え難いため、他の方
法で行われている。
　２）打診調査（テストハンマーによる打診）
【原　理】
　テストハンマー（写真‒2）などで壁面を打撃し、その
音の差異を耳で聞き分け健全部か浮き部かを判別する。

写真 ２　テストハンマー

【測定方法】
　浮きは直接視覚だけでは捉え難いため、調査用足場（本
足場、ゴンドラ、高所作業車等）などを利用し、壁面をテ
ストハンマーで打撃し、その音の差異を耳で聞き分けるこ
とにより、健全部か浮き部かの判断を行い、壁面にマーキ
ングする。なお、外壁面を近くから観察できるため、浮き
以外の損傷状況も確認できる。
　写真‒3に、ゴンドラによる調査状況を示す。

写真 ３　ゴンドラによる調査状況

【留意点】
　①熟練度により浮き部の判断に違いが生ずることがある。
　② 長時間作業による判断力が低下するので休憩を必要と

する。
　③ 調査用足場が必要となり、経済性・安全性に問題があ

る。
　３）打診等調査（赤外線サーモグラフィ法）
　告示では、赤外線調査の記載はないが、特殊建築物等定
期調査業務基準（2008年改訂版）の解説では、調査用足場
を必要としない方法として赤外線サーモグラフィを取り上
げている。ただし、打診と併用しなければならない。
【原　理】
　タイル張り等が太陽の放射熱によって温められると、健
全部では壁面からの熱移動はスムーズにコンクリート躯体
に伝達されるが、浮き部分では熱の不良導体である空気層
が介在しているため、健全部と異なった温度差が生ずる。
この表面温度の差を赤外線映像装置で測定することで浮き
部を検出する方法である。
　図‒1に、赤外線サーモグラフィ法の概念を示す。

図 １　赤外線サーモグラフィ法の概念

【測定方法】
　外壁測定面に対して赤外線カメラを設置し、外壁面の温
度に対応して放射されている赤外線量を熱画像として捉え、
その温度差から浮き部等を特定する。
　写真‒4に、赤外線サーモグラフィ法による調査状況を
示す。

写真 ４　赤外線サーモグラフィ法による調査状況

【留意点】
　①調査精度は対象壁面とカメラとの離隔距離による。
　②カメラの仰角は45度以下とする。
　③ 壁面と赤外線カメラの間に障害物があると測定できな

い。
　④ 季節、天候（気温、雨、風等）及び時刻により影響を

受ける。
　⑤熱画像解析にかなりの技術が必要とされる。
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４． 赤外線サーモグラフィ法について

　以下に、赤外線サーモグラフィ法に至る実験結果などに
ついて紹介する。
　１）赤外線サーモグラフィ法の実験結果
　実験は、従来のテストハンマーなどによる打診調査では、
調査者が野帳に記録したものを整理して報告書としていた
が、個人差が生じたりして、客観性に乏しいという指摘から、
判定値が自動的に記録として残る方法を目的として行われた。
　実験に当たっては、小口タイル（磁器質、108㎜×60㎜
×９㎜）を実際の外壁タイル張りと同じ状態となるように
剥離界面（浮き位置）の異なった試験体を２体（Ａ体、Ｂ
体）作製した。
　表‒2に、各種実験結果を一覧として示す。
　調査の結果、外部足場などを必要せず、路上などの遠隔
から調査が行え、しかも自動的に記録も行える「赤外線サー
モグラフィ法」に優位性が認められた。
　表‒3に、調査方法別の比較表を示す。

表 ３　調査方法別比較表

診断方法
検討項目

打
音
法

打
撃
法

反
発
法

超
音
波
法

赤
外
線
法

タイル種別 せっ器質タイル ○ ○ ○ △ ○
磁器質タイル ○ ○ ○ ○ ○
粗粒・表面凹凸 ○ ○ △ × ○

剥離界面 タイル・モルタル間 △ △ △ ○ ○
モルタル・コンクリート間 ○ ○ ○ △ △
ジャンカ（打込タイル） △ △ △ ○ △

客 観 性 診断精度 ○ ○ △ △ △
自動記録 × △ △ △ ○

作 業 性 遠隔診断 × ○ × × ○
安全性 △ ○ △ △ ○
診断能率 × × × × ○
熟練度 △ △ × × △
総 合 評 価 △ △ × × ○

凡例 ○：よい △：普通 ×：悪い

表 ２　実験結果一覧

調査方法 概　　　　要 実　　験　　結　　果

打撃法

診断器に取り付けた打撃子を、
変速機を用いて連続的にタイ
ル面を打撃し、その発生音を
騒音計で捉え、レベルレコー
ダに記録する方法で、打音法
を機械化したもの。

 

・剥離部は健全部に比べ、打撃
音の音圧レベルが高く表示さ
れ、剥離部の判定は可能である。
・Ａ体の診断精度はやや低いが、
Ｂ体の場合はかなり高い精度
が確保できる。

反発法

リバウンドハンマーを用いて
タイル面に一定エネルギーの
打撃を与え、その打撃により
生じたはね返りの大きさを自
動記録し、反発度の違いによっ
て判定を行う。

 

・剥離部は健全部に比べ、反発
度が低く表示され、剥離部の
判定は可能である。
・Ａ体の場合の診断精度はやや
低いが、Ｂ体の場合の診断精
度は高い。
・打撃法とほぼ同様な特性を示
す。

超音波法

超音波探傷器の探触子の伝播
距離を一定にして伝播時間を
測定し、その値をプリンター
で自動記録し、伝播時間の差
から判定を行う。  

・剥離部は健全部に比べ、伝播
時間が短く表示されるので、
剥離部の判定は可能である。
剥離面が浅いほど伝播時間が
短い。
・Ａ体ではかなり精度良く診断
できたが、Ｂ体では精度的に
劣る。

赤外線
サーモ

グラフィ法

タイル表面が太陽の放射熱に
よって暖められると、剥離部
と健全部ではタイルの裏面の
状態によって温度差が生ずる
ので、赤外線映像装置を用い
てその温度差を映像として捉
えることで判定を行う。

 

・通常、剥離部は健全部に比べ、
タイル表面の温度が高く表示
されるので、剥離部の判定は
可能である。
・Ａ体はＢ体に比較して精度良
く診断できるが、太陽光が調
査壁面に当たらないと明瞭な
温度差が出にくいなど、自然
条件に左右される。
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　２）赤外線サーモグラフィ法の応用分野の拡大
　従来の外壁調査といえば、外壁面に調査者が乗ったゴン
ドラを吊り下げたり、高所作業車などを利用して壁面をテ
ストハンマーで調査していたため、費用的に割高でしかも
安全性に問題があった。
　今後、定期調査などを考えると、調査条件（調査壁面と
の離隔距離、障害の有無など）が整えば、安全でしかも割
安な調査方法として「赤外線サーモグラフィ法」が重要な
位置を占めるものと期待されている。
　以下に、赤外線サーモグラフィによる調査事例を示す。

●事例‒1（写真‒5）
　赤外線調査に先立ち、手の届く範囲を打診調査した結果、
開口部の上部にタイルの浮きが確認されたため、赤外線サー
モグラフィで測定したところ、開口部上部に高温部が見ら
れた。

写真 ５　左：可視画像　 右：赤外線画像（同一箇所）

●事例-2（写真-6）
　外壁タイル張りの浮き部分に対して樹脂注入工事を行っ
たが、赤外線サーモグラフィによる検査を依頼され、確認
したところ、Ｗ‒１の箇所に未注入部分が検出された。引
き渡し前に再施工している。

写真 ６　樹脂注入の確認

●事例‒3（写真‒7）
　可視画像では、コンクリート打放し面に汚れとジャンカ
が見られる。打診の結果、空洞があるような感触が得られ
たので、後日赤外線サーモグラフィにより調査したところ、
かなり大規模なジャンカが確認された。急遽、脆弱部を除
去し、新規にコンクリートを打設している。

写真 ７　ジャンカの確認

５． おわりに

　近年、コンクリート打放し面の傷みが予想よりはるかに
早まっていることが指摘され、構造躯体の保護と建物の耐
久性確保の上から、タイル張り仕上げが再評価されている。
　しかし、完成後の建物は、経年に伴う劣化現象が始まり、
気付かぬうちに顕在化している場合が多い。そのため、定
期的な調査を行って危険な劣化症状を早期に発見したり、
地震や台風後には損傷の有無などについて特別点検を行い、
タイルの剥落などによる事故等を未然に防止するとともに、
建物の長寿命化を図るため、適切な維持保全体制が必要で
ある。
　また、調査・診断分野を見ると、機器類は小型・軽量化
が計られ、価格に対して精度もかなり向上してきているが、
現在問題となっているのは、診断技術者の能力と育成であ
る。
　この背景には、材料・工法の多様化、作業の分業化（物
離れ等）などによって、建築物を総合的に捉えることがで
きず、測定結果の数値のみが一人歩きしている傾向が見受
けられる。
　そのため、今後は各種の実態調査を通して、サーモグラ
フィの分野を広げるとともに、研修会などを通してサーモ
グラフィ法の有用性及び診断技術の向上に努めなければと
考えている。

【参考文献】
１）（財）日本建築防災協会編　特殊建築物等定期調査業

務基準（2008年改訂版）　平成20年２月25日
２）佐藤紀男ほか：「建物の劣化診断と補修・改修工法」

建築技術　1991.4増刊号
３）佐藤紀男ほか：「建物の劣化診断と補修・改修工法」

建築技術　2001.11増刊号
４）佐藤紀男：赤外線装置法による外壁タイルの調査診断

実務　メインテナンス　2004 summer
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１． はじめに

　近年、設備維持管理の時代と言われるようになり、地球
環境問題に対する意識の高まりとともに、新たな設備投資
が抑制され、既存の設備をいかに効率良く使用し設備維持
を図るかが最大のテーマとなっている。赤外線サーモグラ
フィは、非接触で見たい設備の温度分布を瞬時に捉える事
ができ、設備診断が容易に行なえる事から電力設備・鉄鋼
プラント設備・化学プラント設備等のメンテナンス業務で
活発に利用されてきた。また、これらの設備メンテナンス
にとどまらず建築構造物・コンクリート構造物診断などへ
赤外線サーモグラフィが利用されるようになり市場が拡大
している。具体的な例として、①建築設備診断では、古く
なった建築構造物（ビル等の外壁・トンネル・橋梁等）が
経年変化とともに剥落し、人や物に障害を与える「第３者
被害の防止」が議論されスクリーニング検査として赤外線
サーモグラフィが注目されている。②電力設備診断では、
端子部・接続部の経年変化による劣化により電気抵抗が変
化しジュール熱が発生する事から電力設備管理・工場内電
気設備の維持管理に利用されている。③プラント設備にお
いては、モータや配管の異常・炉内監視で赤外線サーモグ
ラフィが利用されている。本稿では、この様な設備メンテ
ナンスに適した最新の赤外線サーモグラフィの紹介と応用
事例の紹介を行なう。

２． 設備診断事例紹介

　設備維持管理手法として、これまでの構造物や機械
設備・電気設備のメンテナンスは、設備をある一定期
間毎に定期検査する時間基準保全（TBM：Time Based 
Maintenance）が採用されてきた。しかし、原子力発電所
の新しい検査制度ではプラントの特性に応じた適切な時
期に保守を行なう状態基準保全（CBM：Condition Based 
Maintenance）方式が採用されるようになり振動分析・油
分析の他、新たに赤外線サーモグラフィ検査が注目されて
いる。以下に設備診断事例を紹介する。

2.1　電力設備診断事例
　電力分野において赤外線サーモグラフィは、送電設備・
配電設備・発変電設備など様々な部門で利用されている。
送電設備では、送電線のつなぎ目（スリーブ）の異常診断・

不良碍子の異常診断などで利用されている。図‒1にスリー
ブの熱画像を示す。送電線の繋ぎ目の部分が高温である事
が確認できる。電気設備では、接続部分ボルトの締め付け
不良・腐食により電気抵抗が変化しジュール熱が発生する。
従って、生産設備を持っている工場等ではメンテナンス技
術者による定期的な点検が行なわれている。図‒2配電盤
内の熱画像事例を示す。

図 1　送電線スリーブ熱画像

図 2　配電設備の熱画像

2.2　構造物診断事例紹介
　近年、コンクリート片の剥落事故が多発し、設備維持管
理が話題となっている。建築構造物における赤外線サーモ
グラフィは、以下のような優位性を持ち期待が寄せられて
いる。優位点は、以下の３点である。
　① 遠隔からの欠陥検査が可能であるため、検査のための

足場が不要。
　②短時間に広範囲にわたる検査が可能。
　③ 欠陥の位置・形状が温度分布画像から視覚的に把握で

きる。
　土木・建築構造物の剥離欠陥検出は、被測定物に生じた
熱移動が剥離部位の断熱性により妨げられ、被測定物表面
に温度変化として現れる。被測定物に熱移動を生じさせる
方法としては、昼間の日照および夜間の気温の変化を利用

一般社団法人
　　　　日本赤外線サーモグラフィ協会

赤外線サーモグラフィによる
設備保全技術と構造物診断事例の紹介
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する方法が良く用いられる。この測定手法は、構造物に生
じる自然な熱移動を用いるため、パッシブ赤外線サーモグ
ラフィ法と呼ばれる。これに対して、構造物に強制的に熱
負荷を与える方法があり、アクティブサーモグラフィ法と
呼ばれる。この手法は、トンネルや日射が当らない場所で
の異常診断に有効である。一般的にコンクリート構造物で
の剥離は、正常部分との熱移動が異なるため赤外線サーモ
グラフィでの検出が容易である。図‒3で剥離部分と正常
部分の温度の違いを説明する。外壁の仕上げモルタルやタ
イルが剥離すると、内部に空気層ができる。空気層は大き
な断熱性を持っているため、仕上げ材が剥離している部分
では剥離部裏面の空気層が熱を伝えにくく、健全部に比較
して表面温度の変動が大きくなる。日射により外気温が上
昇するときには、健全部より高温（空気層により熱がコン
クリートに吸収されにくい）になり、日射が無くなった夜
間又は北面などの日陰部分では、逆に低温（空気層により
コンクリートからの熱放散が妨げられる）になる。

図 3　外壁剥離の原理

　図‒4に、コンクリート構造物の壁剥離の状況を撮影した
熱画像を示す。本図は、北面にて躯体の温度が環境温度よ
り高い状態で躯体から外部へ熱が放出している。２箇所で
温度が低下した部分が確認でき、タイルの剥離が疑われる。
　次に赤外線サーモグラフィを利用したモルタル吹き付け
のり面の診断事例を図‒5に示す。モルタル吹き付けのり面
は、施工直後は地山と吹付材は密着状態であるが、年月の
経過、吹付材のひび割れ、背面からの湧水等の要因により、
地山と吹付材の間には空洞が生じやがては剥落事故が起こっ
てしまう。この空洞と正常なのり面とでは、太陽光等で温
められると温度差が生じ、剥離部分の検出が可能となる。

図 4　外壁タイル剥離状況

図 5　のり面サーモグラフィ画像

　図‒5では、中央部に大きな空洞と全体的なひび割れが
確認できる。

３． あとがき

　原子力プラント設備の予防保全では、状態監視技術が期待
され状態基準保全（CBM：Condition Based Maintenance）
が導入されている。CBMに関する様々な手法の中でも振
動診断、潤滑油診断、赤外線サーモグラフィ診断が最も効
果的と考えられ赤外線サーモグラフィの認知度が向上して
いる。しかし、現在の日本では、振動・潤滑油に関する認
証制度は存在しているが赤外線サーモグラフィに関する認
証制度が無いため技術者の技量向上の手段を米国ASNT認
定セミナ等の海外の認証制度にたよっているのが現状であ
る。国内での早急な認証制度の立上げが望まれている。小
協会では、セミナ事業を通して技術者の育成に力を注いで
いきたいと考えている。 （太田　二朗）

【参考文献】
１）赤外線サーモグラフィによる非破壊評価特別研究委員

会：“赤外線サーモグラフィによる設備診断・非破壊
評価ハンドブック”，〔社〕日本非破壊検査協会

２）赤外線影像法によるのり面診断研究会：“赤外線影像
法による吹付のり面老朽化診断マニュアル”，建設省
土木研究所
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１． 赤外線サーモグラフィの普及と教育

　日本で赤外線サーモグラフィが登場し、産業用に使用さ
れ始めたのは30数年程前からであろうと思います。更に、
比較的広く普及しだしたのはこの10年程前からだと思いま
す。しかし、その普及の歩みは遅く、まだまだ、大きな広
がりを見せていないのも事実であろうと思います。
　一方、米国を中心とする海外では、市場が拡大し普及が
促進されているように思います。低価格の普及品から高性
能・高機能なものまで用途や業種に合わせた各種の製品が
取り揃えられ、ユーザーの選択肢が広がったことによると
思われます。特に、低価格化が進んだことが最大の要因と
思われます。また、赤外線サーモグラフィの正しい使い方
を教える専門教育機関の設立が進んでおり、教育の普及で
技能者養成が促進されている事も重要な要因となっている
ものと注目すべきであると思います。米国では、米国非破
壊検査協会が技能者のレベルに応じた認証制度を設けてお
り、資格を取得したサーモグラファが広く活躍できる土壌
が組成されているようです。資格認証は、米国非破壊検査
協会から一定の認定を受けた者なら、誰でも教育機関を立
ち上げ、受講者に資格を授与できるような開放された制度
になっていることも普及促進を後押ししているものと考え
られます。
　国内においては、国産品／輸入品を合わせて、製品の選
択肢や価格は、海外とあまり変わらないと思われますが、
普及が立ち遅れている理由は、いくつか考えられますが、
一つの要因として、技能者養成ための専門教育機関の設立
が遅れていたことと、認証制度の設置が遅れていることが
上げられると思います。
　赤外線サーモグラフィの使用を検討している人で、学生
時代に、赤外線サーモグラフィについて学んだり、実際に
使用された経験のある人は殆どいないのでは無いかと思い
ます。そもそも、赤外線や温度計測については、学校教育
では、ほんの僅か触れられている程度なので、学ぶ機会が
無かったということもあるのではないかと思います。もち
ろん、見聞きされた人は多いと思います。展示会や各種メ
ディアで、赤外線サーモグラフィが登場する機会が増えて
いることによります。特に、ちょっと前のSARSや昨年の
新型インフルエンザ流行時には頻繁に登場していたので、
その感が強いと思います。一般の人には、人体の発熱測定
器と思われているのかもしれません。そこまで、極端では

なくても、興味はあるが、自分の仕事や研究の何に使える
のかよく分からないと思われている人が多いのではないか
と思います。そこで、赤外線の基礎と赤外線サーモグラフィ
の正しい使い方、性能（測定能力）、機能、適用範囲、用途、
使用事例等の教育を普及させることにより、赤外線サーモ
グラフィの有効性を広く認知してもらうことが非常に重要
になってきていると思います。その上で、赤外線の基礎と
伝熱及び赤外線サーモグラフィの特質（長所と短所）につ
いての正しい知識を身につけてもらうことになるかと思い
ます。そのための、幅広い啓発と教育活動が必須になって
くることになります。また、認証制度を設けることにより、
使用者が自信を持って測定できるようにすること、更には、
赤外線サーモグラフィを使用した事業（設備診断な）が成
り立ち、新事業創生の意欲も現れるような積極的な展開を
期待していかなければならないと思います。

２． 赤外線サーモグラフィの販売者と使用者

　国内における普及遅れの原因としては、製造・販売者と
使用者側である市場とのミスマッチやすれ違いが起こって
いることも考えられると思います。
　今までは、どちらかと云うと、先ず、買ってもらってか
ら、あるいは売ってから、正しい使い方を教えよう、正し
い使い方を学ぼうと云った感があったようにみえます。研
究開発の従事者に代表される、所謂、技術者が購入する比
率が高い時には、このような流れでも良かったのかもしれ
ません。
　しかし、この数年の市場は、設備の保守保全や異常診断
などの現場に密着した用途が大きな広がりを見せているこ
とで、現場の担当者が使用する機会が多くなってきている
事実があります。購入して直ぐに、成果を出さなければな
らない状況に置かれることになり、買ってから考えようで
は遅すぎることになります。
　事前の教育や購入とセットの教育が非常に重要になって
きているのは明らかであると思われます。

３． 赤外線サーモグラフィの特異性と測定方法

　赤外線サーモグラフィのような特異な測定器は他に例を
見ないと思います。そもそも赤外線サーモグラフィは計測
器なのか、画像機器なのかという疑問です。温度値を定量
データとして扱えるのか、定性データとして扱った方が良
いのかということです。放射率が分かっていて、その値が
大きくて一律であるような理想的な対象物の場合は、定量
データとして取り扱えるが、放射率が不明でしかもその値

一般社団法人
　　　　日本赤外線サーモグラフィ協会

赤外線サーモグラフィの普及、
教育、市場開拓
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が小さいものや、色々な放射率の物体が混在しているよう
な対象物の場合は、定量データとして扱うことは難しくな
るのは、自明の理であります。
　赤外線サーモグラフィは、放射率を含めた対象物からの
放射エネルギー（対象物上での反射エネルギーが周囲環境
温度だけであると仮定すると）を検出している分けですか
ら、対象物に伝熱変化が起こると、放射エネルギーが変化
するので何らかの徴候を捉えることが出来る装置であると
考えられます。その兆候を定量データとして扱うのか、定
性データで十分なのかは、その使用目的に拠ることになる
と思います。
　熱異常検査や設備診断などのような汎用用途では、画面
内温度（熱）分布比較、時系列温度（熱）比較、負荷下温
度（熱）比較のように、温度（熱）の比較で検査や診断を
行うことが多いので、定性的な測定で十分だと考えられま
す。真に、定量データ（温度データ）として計測するには、
赤外線の原理や赤外線サーモグラフィの性能と性質を正し
く理解し、測定項目とチェック項目を正確に抑えておく必
要があり、測定場所の選定や測定に時間を要する場合が多
くなると思われます。
　このように、赤外線サーモグラフィの効率的な実運用を
行う場合、あるいは、熱解析などの正確な定量データを測
定する場合など、目的に応じた測定方法で使用することが
重要であることからも教育・訓練が必要不可欠であると考
えられます。
　また、定量データについて言えば、現在は、赤外線サー
モグラフィの公的な性能規格が無いため、製造各社が独自
の判断で性能値を謳っています。今後、JIS規格のような
統一規格の制定が求められるようになると思われます。

４． 散逸（エネルギー）の測定

　最近、散逸という物理学上の言葉を知ったが、まさに、
赤外線サーモグラフィはこの散逸（エネルギー）の検出に
最適な装置のように思います。聞きかじりの浅はかな見聞
ですが、少し触れてみたいと思います。そもそも、散逸と
いう言葉を知ったのは、小誌の創刊号に記載されている設
立発表会、記念パーティにおける株式会社ケン・オートメー
ション・水田会長の祝辞の中に出てきたためですが、この
言葉が妙に耳の残り、気になっていました。
　手近なところで、Webで検索してみたところ、以下の
ような内容を得たので、抜粋を記します。
　「散逸とは、物理学においては運動などによるエネルギー
が熱エネルギーに不可逆的に変化する過程をいい、熱力学
においては自由エネルギーの減少に相当する。例としては、
運動エネルギーが摩擦、粘性や乱流によって、また電流エ
ネルギーが電気抵抗によって熱に変化するなどがある。
　散逸によるエネルギーの時間当たりの減少量を散逸関数
という。例えば、摩擦を伴う運動に関しては、速度v、動
摩擦係数をcとすると、散逸関数は1/2cv2となる。電流に
関しては、電流をI、抵抗をRとすると、散逸関数はRI2と
なる（ジュールの法則）。
　散逸によって空間的対称性が自発的に破れて構造が形成

されることがあり、これを散逸構造という。散逸構造（さ
んいつこうぞう、dissipative structure）とは、平衡状態
でない開放系に生ずる定常的な構造。イリヤ・プリゴジン
が提唱し、彼はその研究である「散逸構造論」で1977年に
ノーベル化学賞を受賞した。相対性理論、量子論以来の最
重要科学的発見とされている。散逸構造は、岩石のように
それ自体で安定に自らの構造を保っているような構造と異
なり、例えば潮が流れ込むことによって生じる、内海の渦
潮のように一定の入力のあるときにだけその構造を維持し
ているような構造を意味する。開放系であるため、エント
ロピーは一定範囲に保たれ、系の内部と外部の間でエネル
ギーのやり取りもある。これには常にエントロピーの入力
と出力の格差の部分に発生するものであり、静的状態が保
たれるのでなく、動的なプロセスが保たれるのである。内
部でエネルギーを消費（散逸）させる為、散逸構造論と呼
ばれる。従来の熱力学は主に平衡熱力学を扱うものが中心
であったが、定常熱力学が新たに注目を集めている。」と
あり、比較的、新しい理論のようです。
　更に、「散逸構造論にはもうひとつ重要な「ゆらぎ」と
いう概念がある。エネルギーの流れが複雑になるとある時
点で、ゆらぎが生じ自己の系が破壊されるほどの変化を経
過し、やがて、新たな系を再構築する。又ゆらぎは外部か
らももたらされる。」とあります。
　少し長くなりましたが、要は、赤外線サーモグラフィに
よる非破壊検査等を考えた場合、動的プロセスが保たれて
いる中で、エネルギーの流れを複雑にしたり、あるいは「ゆ
らぎ」を外部から与えることにより、欠陥部に大きなゆら
ぎが生じると考えると、それを赤外線サーモグラフィで検
出することにより、今まで見えなかった欠陥を浮かび上が
らせる可能性が出てくるのではないかと思われます。

５． 赤外線サーモグラフィの可能性と市場開拓

　今後は、もっと幅広いテーマを模索し、赤外線サーモグ
ラフィの可能性を求めて大学や研究機関における研究テー
マに採用してもらえるように、積極的に働きかけて行くこ
とが必要と考えています。また、既に研究が進められてい
るテーマについては、情報交換などを通して、製品化への
橋渡し等も考えられます。
　汎用用途から高度な解析・分析等の用途まで、既存市場
の活性化、潜在市場への啓発活動、更には、新市場開拓か
ら新市場創生まで、市場や世界の動向もモニターしながら
関係者との連携を進めて、赤外線サーモグラフィを積極的
に展開していく活動が益々重要になってきています。

啓発市場
（潜在市場）

開拓市場
（新市場）

既存市場
（顕在市場）
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開催のご案内
「赤外線サーモグラフィ基礎セミナー（初級コース）」

主催　一般社団法人 日本赤外線サーモグラフィ協会

　赤外線サーモグラフィ装置の低価格化、小型・軽量化に伴い、様々な分野で赤外線サーモグラフィの普及が進んで
きております。本セミナーは、赤外線サーモグラフィに興味をお持ちで、赤外線サーモグラフィがどのような物か知
りたい方、使用を検討しているが詳しい知識を持っていない方などを対象に、熱とは何か、赤外線とは何かから始ま
る初心者向けセミナーです。全く基礎知識のない方でもお気軽にご参加いただけます。簡単な機器の実演もありま
す。この機会に是非、受講頂き皆様のお役に立てて頂きたくお願い申し上げます。

１．受講対象者
・赤外線サーモグラフィをこれから学ぼうという方
・赤外線サーモグラフィの基礎学習をしたい方
・赤外線サーモグラフィに興味のある方

会場の施設名と所在地

東　京
大　阪
名古屋
福　岡
仙　台

地区
ゆうぽうと
大阪ＹＭＣＡ国際文化センター
愛知県産業労働センター
福岡建設会館　
仙台国際センター

施設名
東京都品川区西五反田 8‒4‒13 TEL：03‒3490‒5111
大阪市西区土佐堀 1‒5‒6 TEL：06‒6441‒0893
愛知県名古屋市中村区名駅 4‒4‒38 TEL：052‒571‒6131
福岡市博多区博多駅東 3‒14‒18 TEL：092‒477‒6736
仙台市青葉区青葉山無番地 TEL：022‒265‒2211

所在地

２．開催日程

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回
第７回
第８回
第９回

東　京
仙　台
東　京
福　岡
東　京
東　京
大　阪
東　京
名古屋

Ｈ22年10月12日（火）
Ｈ22年11月５日（金）
Ｈ22年11月８日（月）
Ｈ22年12月21日（火）
Ｈ22年12月24日（金）
Ｈ23年１月12日（水）
Ｈ23年１月24日（月）
Ｈ23年２月８日（火）
Ｈ23年２月24日（木）

ゆうぽうと　５Ｆ研修室
仙台国際センター
ゆうぽうと　５Ｆ研修室
福岡建設会館
ゆうぽうと　５Ｆ研修室
ゆうぽうと　５Ｆ研修室
大阪ＹＭＣＡ国際文化センター　　
ゆうぽうと　５Ｆ研修室　　
愛知県産業労働センター

回 地区 開催日 定員 会場

50 名

３．講習内容

受講者用のテキストは、開催当日にお渡しします。

1
2
3
4
5
6

熱と温度
熱伝達の基礎
赤外線サーモグラフィの原理
放射・反射・透過
計測上の注意
アプリケーション紹介

課目
普段何気なく使っている「熱と温度」とはどういうものなのかを学びます
熱伝達の三形態「伝導・対流・放射」について学びます
赤外線サーモグラフィの基本原理や構造について学びます
赤外線サーモグラフィに入射する光や放射率について学びます
計測上の注意すべき点やサーマルフォーカスについて学びます
様々なアプリケーションを学びます

内容

４．受講料（テキスト代、消費税込み）

受講料（テキスト代、消費税込み）

テキスト代（消費税込み）（受講者以外にご希望の方）

会員
4,000円／一人

1,000 円／一冊

非会員
5,000円／一人

1,300 円／一冊
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開催のご案内
「赤外線サーモグラフィ基礎セミナー（中級コース）」

主催　一般社団法人 日本赤外線サーモグラフィ協会

　赤外線サーモグラフィ装置に関する基礎知識はあり、赤外線サーモグラフィによる計測実務を始められている方
やこれから始めようという方を対象とした実習を中心とした技能向上目的のセミナーです。機器を使用した計測実
習・画像調整・報告書作成まで実務をメインに進めていきます。サーモグラフィ装置をまだお持ちでない方には、
２名様に１台程度の機材を準備いたします。この機会に是非、受講頂き皆様のお役に立てて頂きたくお願い申し上げ
ます。

１．受講対象者
・赤外線の基礎知識があり、計測実務を行う方や技能向上を目指す方
・赤外線サーモグラフィによる計測実務をこれから学ぼうという方

会場の施設名と所在地

東　京
大　阪
名古屋
福　岡

地区
ゆうぽうと
大阪ＹＭＣＡ国際文化センター
愛知県産業労働センター
福岡建設会館　

施設名
東京都品川区西五反田 8‒4‒13 TEL：03‒3490‒5111
大阪市西区土佐堀 1‒5‒6 TEL：06‒6441‒0893
愛知県名古屋市中村区名駅 4‒4‒38 TEL：052‒571‒6131
福岡市博多区博多駅東 3‒14‒18 TEL：092‒477‒6736

所在地

２．開催日程

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回
第７回

東　京
福　岡
東　京
東　京
大　阪
東　京
名古屋

Ｈ22年11月22日（月）
Ｈ22年12月22日（水）
Ｈ22年12月27日（月）
Ｈ23年１月13日（木）
Ｈ23年１月25日（火）
Ｈ23年２月９日（水）
Ｈ23年２月25日（金）

ゆうぽうと　５Ｆ研修室
福岡建設会館
ゆうぽうと　５Ｆ研修室
ゆうぽうと　５Ｆ研修室
大阪ＹＭＣＡ国際文化センター　　
ゆうぽうと　５Ｆ研修室
愛知県産業労働センター　　

回 地区 開催日 定員 会場

20 名

３．講習内容

受講者用のテキストは、開催当日にお渡しします。

1
2
3
4
5
6
7

赤外線サーモグラフィの復習
機器の基本操作復習
放射率の計測
計測上の注意
計測実習
データ評価
報告書作成

課目
赤外線サーモグラフィに関する理論を簡単におさらいします
機器を使用した基本操作の説明をします
放射率の概念の復習と実際に放射率を計測します
放射・反射・透過の問題やサーマルフォーカスについて学びます
実機を用いた計測実習をします
計測したデータに対する評価をします
報告書の作成についてポイントを学びます

内容

４．受講料（テキスト代、消費税込み）

受講料（テキスト代、消費税込み）

テキスト代（消費税込み）（受講者以外にご希望の方）

会員
10,000円／一人

1,000 円／一冊

非会員
12,000円／一人

1,500 円／一冊
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開催のご案内

「米国非破壊検査協会 (SNT-TC-1A) 準拠
サーモグラファレベル１認証取得セミナー」

主催　一般社団法人 日本赤外線サーモグラフィ協会

　本セミナーは赤外線サーモグラフィを使用して、診断、保全業務に携わる技術者の方々を対象に Insutitute of 
Infrared Thermography 社が講師を務める ASNT（米国非破壊検査協会）資格準拠のセミナーです。Institute of 
Infrared Thermography 社が発行する認定書 (LEVEL1 認定 ) が取得できます。サーモグラフィによる計測業務を
される方に最適なセミナーです。
＊本セミナー最終日に実施するテストに合格し所定条件を満たしたレポートを提出する事により交付されます。

１．受講対象者
・赤外線サーモグラフィを使用して、診断、保全業務に携わる技術者
・赤外線サーモグラフィによる調査・診断業務に興味のある方

４．定員　各回20名　（定員に満たない場合、中止することがあります）

２．開催日程（４日間コース）

Ｈ22年11月９日～11月12日
Ｈ22年12月７日～12月10日
Ｈ23年１月18日～１月21日
Ｈ23年２月15日～２月18日

〒141‒0031 東京都品川区西五反田 8‒4‒13
〒532‒0011 大阪府大阪市淀川区西中島 1‒11‒16
〒812‒0012 福岡県福岡市博多区博多駅中央街 8‒36
〒153‒0043 東京都目黒区東山 3‒7‒11

開催日

９時～18時

時間
東京
大阪
福岡
東京

開催場所
ゆうぽうと
住友商事淀川ビル
博多ビル
大橋会館

住所

３．講習内容

熱および赤外線の基礎原理
サーモグラフィ装置操作
赤外線測定の基礎
温度計測
赤外線熱画像測定の事例
報告書作成
テスト

課目
温度、赤外線の基礎、測定原理
赤外線熱画像装置の仕組み
熱画像の見方、適正レンジ、フィルタ・レンズの選択
正確な温度測定と放射率測定
電力・電気関係、機械設備関連、建設関連、特殊環境下での事例
レポート作成用ソフトの概要、記述内容の整理
筆記試験

講習内容

５．受講料（テキスト代、消費税込み）

受講料（テキスト代、消費税込み）
会員

147,000円／一人
非会員

157,500円／一人
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開催のご案内

「米国非破壊検査協会 (SNT-TC-1A) 準拠
サーモグラファレベル２認証取得セミナー」

主催　一般社団法人 日本赤外線サーモグラフィ協会

　本セミナーは赤外線サーモグラフィを使用して、診断、保全業務に携わる技術者の方々でサーモグラファレベル
１認証既得者を対象に Insutitute of Infrared Thermography 社が講師を務めるASNT（米国非破壊検査協会）資
格準拠のセミナーです。Institute of Infrared Thermography 社が発行する認定書（LEVEL２認定）が取得できま
す。サーモグラファの指導的立場を目指す方に最適なセミナーです。本セミナー最終日に実施するテストに合格し所
定条件を満たしたﾚﾎﾟｰﾄを提出する事により交付されます。

１．受講対象者
・赤外線サーモグラフィを使用して、診断、保全業務に携わる技術者で指導的立場を目指す方
・赤外線サーモグラフィによる調査・診断業務でサーモグラファレベル１認証をお持ちで更なる技能向上を目指
　す方

４．定員　各回20名（定員に満たない場合、中止することがあります）

２．開催日程（５日間コース）

Ｈ22年11月29日～12月３日 〒153-0043 東京都目黒区東山 3‒7‒11
開催日

９時～18時
時間

東京
開催場所
大橋会館

住所

３．講習内容

熱伝達の 3形態の基本的な計算　
赤外線スペクトル　
ラジオシティへの取り組み
赤外線計測と定量化
イメージの加工と高速データ収集
アクティブアプリケーション　　
過渡的なアプリケーション
分解能のテストと計算
アクティブなテクニックのための特殊装置
レポートとドキュメンテーション、ソフトウエア
最新のアプリケーション
テスト

課目
伝導、対流、放射の熱伝達計算
赤外線の波長帯域、帯域毎の特徴
放射率、反射率、透過率の計測
正確な温度測定のための補正機能
熱画像処理や各種フィルタ、高速な温度計測
加熱装置を使用した温度計測
温度変化する対象物の計測
空間分解能の求め方と実計測
様々なアクティブ加熱装置
レポート作成用ソフトの概要、記述内容の整理
様々な分野のアプリケーション紹介
筆記試験

講習内容

５．受講料（テキスト代、消費税込み）

受講料（テキスト代、消費税込み）
会員

249,000円／一人
非会員

260,000円／一人
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開催のご案内

「定期報告制度の告示に伴う赤外線装置法による外壁診断 講習会」

主催　一般社団法人 日本赤外線サーモグラフィ協会

　特殊建築物等の定期調査報告（建築基準法第 12条第１項）における外壁調査では、打診との併用を前提として赤外線装置法に
よる調査が可能となりましたが、赤外線装置法の普及が遅れている現状では、その正しい適用が懸念されています。
　今回、定期報告制度の趣旨、調査方法等の解説から報告書の作成まで、全体にわたる内容について講習会を開催致しますので、
この機会に是非、受講頂き業務に役立てて頂きたくご案内申し上げます。
　なお、本講習会は、公益社団法人 ロングライフビル推進協会（ＢＥＬＣＡ）発行の「タイル外壁及びモルタル塗り外壁定期的診
断マニュアル（改定第３版）」をサブテキストとしますので、ご持参願います。　お持ち合わせの無い方は、事前に、公益社団法人 
ロングライフビル推進協会よりご購入願います。

１．受講対象者
・建築行政関係者等、一・二級建築士、建築基準適合判定資格者、ビルディングドクター、特殊建築物等調査資格者、外壁
調査者実務者等

・赤外線装置法による外壁診断業務に興味のある方

２．講習内容

３．講習内容

４．講師陣（予定）（敬称略、順不同）
　・佐藤建築事務所　所長　一級建築士　佐藤 紀男（当協会理事）（全会場）
　・三協株式会社　代表取締役　ビルディングドクター　佐藤　登（当協会社員）
　・日本ビスタテック株式会社　代表取締役　ビルディングドクター　畑山　就行
　・株式会社 エフ・ディー・イー　代表取締役　ビルディングドクター　高木　偉（当協会会員）
　・株式会社 菱サ・ビルウェア　ビル管理部　課長代理　ビルディングドクター　作中　隆之
　・当協会　事務局員
注：開催会場により、講師が異なります。

５．受講料（テキスト代、消費税込み。　但し、サブテキスト代は含みません）

受講者用のテキストは、開催当日にお渡しします。
注：「タイル外壁及びモルタル塗り外壁定期的診断マニュアル（改定第３版）」をサブテキストとしますので、お持ちで無い方
　　は、事前に、公益社団法人 ロングライフビル推進協会（ＢＥＬＣＡ）よりご購入の上、ご持参願います。

６．後援（現在）
　　公益社団法人 ロングライフビル推進協会（ＢＥＬＣＡ）

７．協力（現在）
　　ＴＶＳ構造物診断研究会、一般社団法人 改修設計センター

注：公益社団法人 ロングライフビル推進協会の会員とビルディングドクターは、会員価格が適用されます。

地区

仙　台

東　京

福　岡

大　阪

名古屋

開催日

Ｈ22年11月４日（木）

Ｈ22年11月10日（水）

Ｈ22年11月17日（水）

Ｈ22年12月６日（月）

Ｈ22年12月７日（火）

会場
仙台国際センター　 室名：小会議室２
仙台市青葉区青葉山無番地 TEL：022‒265‒2211
主婦会館プラザエフ　 室名：クラルテ（B2F）
東京都千代田区六番町15番地 TEL：03‒3265‒8111
福岡建設会館　室名：703号
福岡市博多区博多駅東3‒14‒18 TEL：092‒477‒6736
大阪ＹＭＣＡ国際文化センター　 室名：903号
大阪市西区土佐堀1‒5‒6 TEL：06‒6441‒0893
愛知県産業労働センター　 室名：1302号
愛知県名古屋市中村区名駅4‒4‒38 TEL：052‒571‒6131

定員

40名

100名

50名

100名

70名

課目

定期報告制度について

外壁仕上げ材
（タイル、石貼り及びモルタル）

赤外線測定の基礎

赤外線による外壁診断の
留意点（注参照）

赤外線調査報告書の作成方法

会員（注参照）
9,600円／一人
2,400 円／一冊

非会員
12,000円／一人
3,000円／一冊

受講料（テキスト代、消費税込み）
テキスト代（消費税込み）（受講者以外にご希望の方）

時間

9：30～10：30（１時間）

10：30～11：30（１時間）

12：30～14：30（２時間）

14：45～16：45（２時間）

16：45～17：45（１時間）
合計：７時間

講習内容
・定期報告制度の趣旨　・特殊建築物等定期調査の見直し
・告示内容とその解説（調査項目、調査内容、判定基準）
・外壁仕上げ材の種類
・施工方法（乾式工法と報告対象工法等）　・劣化現象（劣化写真見本等）
・熱の伝わり方（伝熱：放射、伝導、対流）
・赤外線による温度測定の原理　・測定の注意事項
・調査時期、時刻（日射量との関係）　・天候（雨天、曇天）、風による影響
・測定壁面とカメラの距離　・測定角度（水平、垂直）の影響
・仕上げ材の材質、形状による影響　・その他
・報告書に記載すべき事項　・報告書事例
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１．受講対象者
・赤外線サーモグラフィによる電気受配電盤設備診断業務を実施している方
・赤外線サーモグラフィによる電気受配電盤設備診断をご検討されている方
・赤外線サーモグラフィによる電気設備診断にご興味をお持ちの方

会場の施設名と所在地

東　京
大　阪

地区
三田ＮＮホール
大阪ＹＭＣＡ国際文化会館

施設名
東京都港区芝 4‒1‒23　三田NNビル地下 1階
大阪府大阪市西区土佐堀 1‒5‒6

所在地
03‒5443‒3233
06‒6441‒0893

電話

２．開催日程

第１回
第２回

東　京
大　阪

平成22年12月16日（木）
平成23年１月26日（水）

三田ＮＮホール
大阪ＹＭＣＡ国際文化会館

回 地区 開催日
10時～17時

（昼休み12時～13時）

時間 定員 会場

100 名

３．講習内容（予定）

受講者用のテキストは、開催当日にお渡しします。内容は都合により、一部変更になる場合があります。

講　師：一般社団法人日本赤外線サーモグラフィ協会　教育部 部長　山越　孝太郎 氏
 富士電機システムズ株式会社　ものつくり統括部 主査　荒谷　篤美 氏

1
2
3
4

5

6

赤外線サーモグラフィの基礎
保全の考え方
サーモの活用事例（電気）
手順（安全含む）

診断事例

報告書のまとめ方

課目
赤外線サーモグラフィの原理、構造、機能、取扱注意事項
事後保全、予防保全、予知保全
日常点検、経年劣化、その他
変電所、高圧盤、低圧盤など
変圧器、高圧断路器、高圧負荷開閉器、高圧電磁接触器、配電用遮断器、
漏電遮断器、電磁接触器、その他
報告書のまとめ方の要点

内容

４．受講料（テキスト代、消費税込み）

＊セミナーの最新情報は当協会の次ページのホームページからご覧になれます。受講者数が定員に満たない場合、
　中止する事があります。

受講料（テキスト代、消費税込み）

受講者追加購入用テキスト代（消費税込み）

会員
9,600円／一人

2,400 円／一冊

非会員
12,000円／一人

3,000 円／一冊

開催のご案内

「赤外線サーモグラフィによる
電気受配電設備診断基礎セミナー」

主催　一般社団法人 日本赤外線サーモグラフィ協会
後援、協賛　（現在依頼中）

　電気受配電設備診断は赤外線サーモグラフィ装置が多く利用されている分野の一つです。赤外線サーモグラフィ
装置の低価格化、小型・軽量化に伴い、電気設備診断分野でも普及が進んできております。電気設備診断では設備特
有の診断ノウハウがあり、計測や診断には注意が必要です。本セミナーは、赤外線サーモグラフィに興味をお持ちで、
電気設備診断業務を実施している方、実施を検討しているが詳しい知識を持っていない方などを対象に、赤外線の基
礎知識を含め具体的な受配電盤計測や報告書作成までを具体的な事例を交えて説明するセミナーです。この機会に
是非、ご受講頂き皆様のお役に立てて頂きたくお願い申し上げます。
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会員入会のご案内

◇会員の特典
　１．協会誌による情報提供（無料購読）
　２．セミナー受講の会員特典価格
　３ ．研究・普及促進・規格化・書籍出版活動などの各委

員会への参画（正会員のみ）
　４．展示会やセミナーなどの普及啓発活動への参加
　５．ホームページのリンク掲載
　６ ．相談・問合せへの対応（電話、ホームページの会員

専用サイト）

◇入会のメリット
　１ ．産・官・学、各種業界にわたる幅広い連携・協調を

目指すので、ホームページの会員専用サイトや委員会

活動などを通して、情報収集や人脈の形成ができる。
　２ ．赤外線サーモグラフィの関連業界や行政・学会の情

報や動向が分かる。
　３．世界の赤外線サーモグラフィの情報や動向が分かる。

◇入会方法
　次ページの入会申込書をコピーしていただき、所要事項
をご記入のうえ、FAXまたは郵送にてご提出下さい。詳
しくは協会事務局へお問合せ下さい。
　入会審査がありますので、予めご承知置き下さい。

◇入会金・年会費
　　　　　　　　　入会金　　年会費
　１．正 会 員　　50,000-　　30,000-
　２．賛助会員　　30,000-　　20,000-

一般社団法人 日本赤外線サーモグラフィ協会　会員規約

第１条　名　称
　本規約は一般社団法人　日本赤外線サーモグラフィ協会（以下本協会とい
う）会員規約（以下本規約という）と称する。

第２条　目　的
　本規約は、本協会の目的である赤外線サーモグラフィに関する調査・研究、
知識・技術の普及啓発および人材育成等を通じて、産業界および一般社会に赤
外線サーモグラフィを普及させることにより、安心・安全で豊かな社会の実現
に貢献するための次の事業を行うことに賛同し、入会する会員に適用する。
①　赤外線サーモグラフィに関するセミナー、イベント等の開催
②　赤外線サーモグラフィに関するコンサルティング
③ 　赤外線サーモグラフィに関する国内外の団体等との相互交流、情報交換、
相互支援等の活動

④　赤外線サーモグラフィに関する普及、啓発活動
⑤　赤外線サーモグラフィに関する研究開発の受託および共同研究
⑥ 　赤外線サーモグラフィの利用および需要に関する調査、研究、統計の作
成

⑦　赤外線サーモグラフィに関する書籍の発行
⑧　その他、当法人の目的を達成するために必要な事業

第３条　会　員
　会員は、正会員、賛助会員、特別会員から構成される。
　各会員の資格を次の通りとする。

　種別　　　　　　　　　　　　　　　資　　格
正 会 員　　 本協会の趣旨に賛同し、その事業活動に協力しようとする法人

又は団体。所定の申込書を提出し、理事会の承認が必要。

賛助会員　　 本協会の趣旨に賛同する法人又は団体。所定の申込書を提出
し、理事会の承認が必要。

特別会員　　 本協会の事業の推進に必要な専門性を有し、正会員、賛助会
員、理事又は社員が推薦し、理事会において承認された法人、
団体又は個人。

第４条　入退会
　本協会に入会を希望する正会員候補、賛助会員候補は、申込書を提出し、
理事会の承認を得て、本協会に入会することができる。入会を認められた者
は、入会金と年会費を速やかに納入しなければならない。
　特別会員は、正会員、賛助会員、理事又は社員が推薦し、理事会の承認を
得て、本協会に入会することができる。特別会員は入会金と年会費を免除さ
れる。
　会員は、予め本協会に通知した上で本協会を退会することができる。
　入会申込書、入会推薦書は別に定める。

第５条　入会金と年会費
　各会員は入会金と年会費を納めることにより、第７条の特典を有する。

　種別　　　　　　　 入会金　　　　　　　年会費
正 会 員　　　　　　50,000 円　　　　　　30,000 円
賛助会員　　　　　　30,000 円　　　　　　20,000 円
特別会員　　　　　　　免除　　　　　　　　免除

第６条　除　名
　本協会は、次の各号の一に該当する会員を理事会の決議により除名するこ
とができる。
①　本協会の事業を妨げ、また妨げようとした会員
②　本協会の事業について不正の行為をした会員
③　年会費の支払を怠り、督促を受けても支払わない会員
　その他本協会に対する義務を怠った会員
④　本協会の会員としてふさわしくない行為をした会員
⑤　犯罪その他社会的信用を失う行為をした会員

第７条　会員の特典
　各会員は、次の本協会の委員会活動への参加等の特典を有する。但し、委
員会参加については、理事会で人数と適正を検討し、承認を得る。

　種別　　　委員会活動の参加　　会員特典価格の適用　　会誌の配布
　　　　　　　　　　　　　　　 　（セミナー・書籍）
正 会 員　　　　　有り　　　　　　　　　有り　　　　　　　有り
賛助会員　　　　　無し　　　　　　　　　有り　　　　　　　有り
特別会員　　　　　有り　　　　　　　　　有り　　　　　　　有り

第８条　会　費
　新入会員入会金、年会費は本協会の運営費の一部に当てる。但し、退会し
た者及び除名された者の入会金と年会費は返還しない。

第９条　会員情報の取扱い
　本協会は会員に関する情報の取り扱いに注意し、適正に管理する。
　但し、次の情報は、会員相互の交流を図るためにホームページ、会誌等で
公開する。
また、会員と本協会の希望に従い、会員のホームページと本協会のホームペー
ジを相互にリンクできるものとする。
①　法人、団体、個人の名称
②　担当者名
③　住所、電話番号、FAX番号

第 10 条　その他
　本規約に定めのない事項に関しては、理事会の決議による。
　本規約が本協会の定款に抵触する場合は、定款の定めを優先する。

第 11 条　付　則
　本規約は、本協会の理事会の承認を得て実施する。

「制定年月日」平成 22 年５月 10 日

「改正年月日」平成 年 月 日
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一般社団法人　日本赤外線サーモグラフィ協会

会員入会申込書
一般社団法人　日本赤外線サーモグラフィ協会
理事長　阪上 隆英　殿

貴協会の事業趣旨に賛同し、入会を申し込みます。
会員規約等を遵守致します。

平成　　年　　月　　日

会員の種類
正会員
賛助会員

協会の趣旨に賛同し、その事業活動に協力しようとする法人又は団体
協会の趣旨に賛同する法人又は団体

ふりがな

ふりがな

ふりがな

ふりがな

法人／団体名

代表者名

住所

電話 FAX
ホームページ http://

〒

担当者名

電話
Eメール
事業内容

入会理由／目的

添付書類（必須） 会社概要パンフレット又は経歴書

注１：推薦書（任意）は、正会員、賛助会員、社員、理事の内、いずれかひとつから入手してください。
注２：入会申込書を受領後、理事会で入会審査を行います。承認後、入会金と年会費の請求書をお送りいたします。
注３：会員データは、会員規約に従って取り扱います。

推薦書添付書類（任意）

FAX

役職

役職

部署名

印

〒１４１－００３１  東京都品川区西五反田８－１－５（五反田光和ビル６Ｆ）
ＴＥＬ：０３－５７５９－１０５５  ＦＡＸ：０３－５７５９－１０５６　
http://www.thermography.or.jp

一般社団法人 

日本赤外線サーモグラフィ協会
Japan Infrared Thermography Association

事務局
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協会ニュース
◆各種セミナー・講習会を開講：受講者募集中（小誌本文の開催内容を参照）
　●赤外線サーモグラフィ基礎セミナー（初級コース・中級コース）
　●ＡＳＮＴ準拠　サーモグラファ認証取得セミナー（レベル１コース・レベル２コース）
　●定期報告制度の告示に伴う赤外線装置法による外壁診断 講習会
　●赤外線サーモグラフィによる電気受配電設備診断基礎セミナー

◆理事会
　●第２回理事会（平成22年６月29日）を開催しました。
　●第３回理事会（平成22年９月15日）を開催しました。

◆新規会員（１０月初旬時点、敬称略、順不同）
　①有限会社 構造保全技術　②九州テクノ株式会社　③株式会社 アーバン設計
　④財団法人 電気安全環境研究所　⑤株式会社 ネクスコ東日本エンジニアリング

事務局だより
上期が終わろうとしていますが、どうにか、協会の基盤が整ってきました。ホームページもリニューアルし、協会らしい姿も現れてきまし
た。主力事業であるセミナー・講習会も開講され、10月から受講者への教育がスタートします。赤外線サーモグラフィの専門機関とし
て、広範な普及啓発活動を軌道の乗せるために、これから正念場を迎えることになります。会報には、活動のあゆみが、歴史として刻
まれて行くことになりますので、定期発行（季刊／年４回）が必須であると肝に銘じているところです。
また、もう少し余裕が出来れば、柔らかい記事やイラスト（マンガ）なども取り入れ、赤外線サーモグラフィをやさしく、分かりやすく解説
したものも企画し、読み応え、見応えのある会報にしていきたいと思っています。

　先日、暑い最中の夕方に亀戸の友人と久し振り逢い、彼の馴染みの「そば屋」に入った。
　「そば屋」の良いところは、先ず静かであること。次いでメニューが結構豊富なことと、閉店時間が９時と早いことである。時には、もう少し
時間が欲しいと思うこともあるが…
　取りあえず、ビールと枝豆と冷やっこ、それに鴨の塩焼き、厚焼き卵、しじみの佃煮を注文する。そして、ビールで乾杯して歓談していると、
女将さんが「そば焼酎」のビンとそば湯の入った「湯桶」を持って、テーブルに来て「そばは体にいいんですよ」と言って、小さく折りたたん
だ効能書き（？）らしきものを置いて行く。
　それによれば、そばにはビタミンＢ群の一つ「ルチン」が含まれており、これが毛細血管の弾力性を維持し、出血を防止する効果があると書
いてある。他にも良質のたんぱく質や貴重な成分が含まれているらしい。
　そばの宣伝と思えばそれまでだが、糖尿病で悩んでいた人が毎日そば湯を茶碗で１～２杯飲んでいたら、血糖値が下がり、かなり病状が回
復したと、これは鴨の塩焼きを持ってきた時の女将さんの話である。友人はその糖尿系で悩んでいたので、ハハーンと納得した。
　そばは、江戸時代より伝統的に受け継がれてきた日本の味である。「口の中に広がるさわやかな香りと、風味、喉ごしの妙」などとウンチクを
並べる人達の口癖である。そば湯を飲む習慣は江戸時代から広まり、現在まで続いているとか。
　また、薬味としてのネギ、大根おろし、わさび、海苔など、どれをとってもそれぞれに効能がある。もともと薬味とは、別名加薬といって、漢
方では主薬に少量の補助の薬を加えることに由来しているそうです。
　ネギは、胃液の分泌を促し、食欲を増進させ、大根おろしはジアスターゼが消化を助け、皮に近い部分に多く含まれるビタミンＰは血管を強く
するので、そばに含まれるルチンと相まって高血圧症などの予防に役立つという。ワサビは殺菌力や防腐力を持つ。海苔はビタミンＡの他、カル
シウム、鉄分などのミネラル分が多く、そばとその周辺には何かと健康づくりに持ってこいのものが揃っている。
　なお、開拓に入って先ず荒れ地に播くのが「ソバ」で、それで急場をしのぎ、そばを救荒作物としてきた先人達の知恵には驚かされる。
　８時半ともなると、女将さんが席にきて、済まなさそうに「食事はどうしますか？」。
　友人は「もりそば」、私は「ざるそば」を食べて、再びそば湯を飲んで、今日一日の締めくくりとする。何か健康的な気分で家路に着いた。
 （大慈寺）
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